
蔵
前
工
業
高
校
１０４
名
が
見
学

設

備

総
合
展
管
工
機
材
業
界
へ
の
認
識
深
め
る

今
回
の
設
備
総
合
展
は
東

京
管
工
機
材
商
業
組
合
（
向

山
英
雄
理
事
長
）
を
主
体
と

す
る
五
団
体
が
共
催
。
新
製

品
を
は
じ
め
業
界
有
力
企
業

・
団
体
が
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
一
押
し
の
製
品
・
技
術

が
一
堂
に
集
い
、
熱
い
注
目

を
集
め
た
。

初
日
の
一
日
は
宮
本
忠
昌

理
事
の
司
会
で
開
会
式
が
行

わ
れ
た
。
冒
頭
、
関
口
博
司

総
合
展
実
行
委
員
長
が
「
出

展
小
間
は
過
去
最
大
で
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
た
い
へ
ん
感

謝
し
て
い
る
。
令
和
と
な
っ

て
初
の
展
示
会
が
成
功
す
る

よ
う
大
い
に
盛
り
上
げ
て
も

ら
い
た
い
」
と
開
会
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
。

続
い
て
向
山
理
事
長
が
主

催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
今
年
の
中
心
的
活

動
は
、
設
備
総
合
展
、
管
工

機
材
の
教
科
書
、
災
害
協
定

の
三
本
柱
と
な
っ
て
い
る
。

本
日
か
ら
三
日
間
、
組
合
員

一
丸
と
な
っ
て
成
功
に
導
き

た
い
。
会
場
で
は
、
こ
の
ほ

ど
完
成
し
た
管
工
機
材
の
教

科
書
を
販
売
す
る
。
災
害
協

定
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
災
害
時
に
実
際
に
ど

う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
新

・
担
い
手
三
法
と
し
て
建
設

業
法
、
入
契
法
、
品
確
法
が

改
正
さ
れ
た
。
建
設
分
野
に

お
け
る
災
害
対
応
の
迅
速

化
、
働
き
方
改
革
の
促
進
、

生
産
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。
皆
さ
ま
と
働
き
や
す

い
、
魅
力
あ
る
業
界
に
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
積
極

的
な
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
川
崎

秀
和
東
京
都
産
業
労
働
局
商

工
部
経
営
支
援
課
長
が
「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
応
し

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
が
総

仕
上
げ
の
時
期
に
入
っ
て
い

る
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
不

可
欠
だ
」
、
宮
崎
文
雄
東
京

都
管
工
事
工
業
組
合
理
事
長

が
「
旺
盛
な
市
場
開
拓
・
営

業
力
の
強
化
に
役
立
つ
設
備

総
合
展
で
創
造
性
あ
ふ
れ
る

製
品
を
期
待
し
て
い
る
。
若

者
の
研
鑚
の
場
と
し
て
も
活

用
し
て
い
き
た
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
こ
の
あ
と
、

向
山
理
事
長
、
関
口
実
行
委

員
長
、
橋
本
政
昭
一
般
社
団

法
人
全
国
管
工
機
材
商
業
連

合
会
会
長
、
川
崎
経
営
支
援

課
長
、
粕
谷
明
博
全
国
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
専
務

理
事
、
宮
崎
東
管
協
組
理
事

長
、
醍
醐
辰
也
塩
化
ビ
ニ
ル

管
・
継
手
協
会
副
会
長
、
林

延
彦
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

工
業
会
会
長
ら
で
一
斉
に
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
華
や

か
に
開
幕
し
た
。

会
場
で
は
、
実
演
や
映
像

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

展
示
で
活
況
を
呈
し
た
。
恒

例
の
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
賞
で
は
投
票
で
感
銘

を
受
け
た
ブ
ー
ス
を
決
定

し
、
来
年
の
賀
詞
交
歓
会
で

表
彰
す
る
。

「
豊
か
な
未
来
を
技
術
で
創
る
…
設
備
展
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
六
月
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
東
京
・
江

東
区
の
青
海
展
示
棟
Ａ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
一
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
は
一
万
四
千
五
百
二
十
七

名
を
集
め
て
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
中
古
住
宅
流
通
、
安
全
・
安

心
な
ど
が
成
長
分
野
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
注
目
さ
れ
る
中
で
豊
か
な
未
来
を
創
る
新
製
品
・
新
技
術
を
一
堂
に

ア
ピ
ー
ル
。
出
展
百
五
十
九
社
・
三
百
四
十
三
小
間
の
過
去
最
大
規
模
で
活
発
な
情
報
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

東
京
管
工
機
材
商
業
協
同

組
合
（
向
山
英
雄
理
事
長
）

は
六
月
十
二
日
、
第
五
十
一

回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展

に
東
京
都
立
蔵
前
工
業
高
等

学
校
・
設
備
科
の
生
徒
百
四

名
を
招
待
し
、
見
学
会
を
行

っ
た
。
生
徒
ら
は
、
最
新
の

省
エ
ネ
設
備
や
各
種
配
管
材

料
・
工
具
な
ど
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
受
け
、

熱
心
に
学
ん
だ
。

同
組
合
で
は
、
バ
ス
三
台

を
用
意
し
、
誘
導
員
・
説
明

員
の
配
置
な
ど
万
全
の
状
態

で
出
迎
え
た
。
蔵
前
工
業
高

校
の
生
徒
ら
の
見
学
会
参
加

に
つ
い
て
は
、
東
京
都
管
工

事
工
業
協
同
組
合
（
宮
崎
文

雄
理
事
長
）
が
紹
介
・
協
力

し
た
。

開
催
二
日
目
の
昼
頃
、
引

率
者
も
含
め
、
管
工
機
材
・

設
備
業
界
に
深
く
関
わ
り
の

あ
る
設
備
科
の
生
徒
一
年
〜

三
年
生
の
百
四
名
が
到
着
。

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
見
学
し
て
ま
わ
っ

た
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
各
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス
で
製

品
や
施
工
に
つ
い
て
丁
寧
な

説
明
を
受
け
、
真
剣
に
学
習

す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

豪
華
景
品
を
取
り
揃
え
た
福

引
抽
選
会
場
で
は
上
位
景
品

が
当
選
す
る
生
徒
も
お
り
、

歓
声
で
盛
り
上
が
っ
た
。

見
学
後
、
展
示
会
場
の
前

広
場
で
整
列
。
向
山
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
わ
れ

わ
れ
管
工
機
材
・
設
備
業
界

は
深
刻
な
人
手
不
足
に
直
面

し
て
い
る
。
設
備
総
合
展
を

見
学
す
る
こ
と
で
少
し
で
も

皆
さ
ん
と
業
界
の
た
め
に
な

れ
ば
良
い
と
思
っ
て
ご
招
待

し
た
。
本
日
の
見
学
会
で
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
の
勉
強
に

役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と

激
励
し
た
。

未
来
を
創
る
新
製
品
・
新
技
術
ア
ピ
ー
ル

東
管
機
商
過
去
最
大
規
模
で
設
備
総
合
展
盛
況

向山理事長

関口実行委員長

開会式で華やかにテープカット

約１万５千名が続々と来場

バルブ工業会のバルちゃんも登場

川崎課長

宮崎理事長

熱心に見学する生徒たち
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